













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































米国 日本 台湾 韓国






































































































































































































































































































































































































































1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996



























2.1 1.6 1.6 1.7 0.9 0.9 0.8 
加重不良債
権比率
２，２ 2.1 1.6 
貸損引当金
積立比率
1.57 1.65 1．９１ 2.05 62.2 7２５ 86.4 
自己資本当
期純利益率































































































1965 革 1973 革 1980年代 1990年代



























































































































































































３４５６７ ６６６６６ ９９９９９ １１１１１ 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































入方式 義務介入 義務介入 義務介入 義務介入 義務介入 義務介入
支払保証限
度
























3，３３１ 382 523 1,417 1,015 
対象預託金
(億ｳｫﾝ）
274,257 115,244 1７６，０７７ 456,571 31,744 
準備率 1.2％ 0.06％ 0.3％ ０．３％ 3.2％ 
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